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	令和８年度 県立広島大学 公開講座
	応用情報学連続講座 -情報学で何ができるのか-
	「情報」は、水、電気、ガスなどの生活インフラについで重要な社会インフラの一つとなっています。さらに、今後も情報学における成果は、ますます社会で活用されることは間違いありません。本講座は、高校生を対象として、情報分野の有用性を知ってもらうことを目的に、それぞれの話題を易しく解説します。今回は、「アプリ開発」、「エネルギー問題」、「騒音制御」、「インターネット」についてのお話です。 本講座は連続講座ですが、希望する講義のみの受講もできます。
	日程・講師（県立広島大学 地域創生学部　情報学科教員）
	第１回
	第２回
	７月11日（土） 10:00～11:30
	宇野 健　准教授
	重安 哲也　教授
	第３回
	第４回
	８月22日（土） 10:00～11:30
	肖 業貴　教授
	８月１日（土） 10:00～11:30
	９月12日（土） 10:00～11:30
	陳 春祥　教授
	受講対象者
	会　　場
	県立広島大学　 広島キャンパス1175講義室 （広島市南区宇品東１-１-71）
	高校生 定員：40名（先着）
	受講料
	無　料
	開催方法
	対　面
	申　込
	URLまたはQRコードから申込フォームにアクセスし、必要事項をご入力ください。 【申込URL】https://forms.office.com/r/RXQKRzAbUB 　

	申込締切：７月３日（金）
	Prefectural University of Hiroshima
	※講座の詳細については裏面をご覧ください。
	主　　　催：県立広島大学　地域創生学部　情報学科 お問合せ先：県立広島大学　地域連携センター　☎：082-251-9534　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　✉：kouza@pu-hiroshima.ac.jp



